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【
報
告
事
項
】

　  

令
和
５
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
の
内
容
及
び
附

属
明
細
書
並
び
に
会
計
監
査
人
の

監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告

の
件

【
第
１
号
議
案
】

　  

令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
承
認
の
件

【
第
２
号
議
案
】

　  

経
営
基
盤
強
化
積
立
金
目
標
額
設

定
変
更
の
件

【
第
３
号
議
案
】

　  

令
和
６
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

【
第
４
号
議
案
】

　  

令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

【
第
５
号
議
案
】

　  

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙

規
程
の
一
部
変
更
の
件

【
第
６
号
議
案
】

　  

役
員
選
任
の
件

【
第
７
号
議
案
】

　  

規
約
変
更
の
件

第
31
回
通
常
総
代
会
議
案

第31回通常総代会開催
　
開
会
に
あ
た
り
、
堀
米
組
合
長
か

ら
日
頃
の
Ｊ
Ａ
事
業
へ
協
力
に
感
謝

を
述
べ
た
後
に
「
昨
年
は
、
７
月
の

雹
害
に
よ
り
農
産
物
に
傷
が
つ
い
た

り
、
夏
の
高
温
障
害
で
、
米
の
等
級

が
落
ち
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
一
方
で
は
、
物
価
の
高
騰
に
よ
り

燃
料
や
生
産
資
材
が
高
騰
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
生
産
物
の
販
売
価
格

に
転
嫁
で
き
ず
、
農
家
所
得
の
増
加

に
繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
米
の

販
売
で
は
、
全
農
等
へ
の
販
売
を
通

 

６
月
１
日
、
総
代
５
４
１
名
に
対
し
、
４
５
７
名
出
席
（
本
人
出
席
２
４

２
名
、
代
理
人
出
席
０
名
、
書
面
出
席
２
１
５
名
）
に
よ
り
第
31
回
通
常
総

代
会
が
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
多
目
的
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

じ
て
、
県
内
Ｊ
Ａ
で
は
特
に
高
く
精

算
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
経
営
で
は
、
信
用
事
業
に

お
け
る
金
利
上
昇
に
伴
う
受
取
利
息

の
増
加
は
あ
っ
た
も
の
の
、
農
林
中

央
金
庫
か
ら
の
預
金
金
利
の
収
入
は

減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。
事
業
管

理
費
や
コ
ス
ト
削
減
を
よ
り
努
め
、

事
業
利
益
で
黒
字
と
な
る
よ
う
な
合

理
化
を
含
め
た
改
善
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
高
崎
産
農
畜
産
物
の
消

費
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
安
全
な
農

畜
産
物
の
供
給
、
さ
ら
に
高
崎
市
民

▲挨拶する堀米組合長

▲議長の羽鳥氏（左）髙見澤氏（右）

▲賞状を受け取る表彰者

や
県
内
外
へ
の
販
売
拡
大
を
通
じ
て
、

高
崎
の
農
業
者
を
元
気
に
す
る
仕
組

み
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
と
さ
れ
る
農
産
物
を

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
生
産
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
仕
組
み
作
り
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
を
無
く

し
、
農
業
生
産
の
拡
大
に
し
っ
か
り

対
応
で
き
る
営
農
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
信
用
事
業
で
は
、
地
域
活
性
化
の

拠
点
と
な
る
支
店
の
整
備
を
行
い
、

出
向
く
体
制
を
整
え
、
今
後
も
地
域

に
寄
り
添
う
金
融
機
関
と
し
て
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
融
資
に
よ

る
農
業
経
営
や
生
活
の
支
援
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
資
金
運
用
力
を
高

め
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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（全体運）家族と過ごす時間を大切に。レジャープランは気合いを入れて。華やかなスポットにツキがあります。おしゃれも吉
（健康運）何でもおいしいとき。食事はカロリーも意識して
（幸運の食べ物）トマト

域
社
会
へ
の
貢
献
」「
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
」
を
基
本
方
針
に
、
組

合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
必
要
と
さ

れ
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
を

目
指
し
、
役
職
員
で
力
を
合
わ
せ
て
、

地
域
農
業
の
維
持
を
基
本
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
西
部
地
区
Ｊ
Ａ
の
合
併
研
究
は
、

５
Ｊ
Ａ
に
よ
る
協
議
か
ら
近
隣
３
Ｊ

Ａ
へ
と
体
制
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
益
々

厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な

く
広
域
合
併
が
も
た
ら
す
効
果
、
Ｊ

Ａ
の
役
割
発
揮
に
つ
い
て
、
更
に
研

究
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
が
次

の
世
代
に
、
Ｊ
Ａ
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
お
役

に
立
て
る
体
制
を
し
っ
か
り
構
築
し

て
、
後
世
ま
で
引
き
継
い
で
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
関
係
機
関
の
皆

さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
総
代
会
を
迎
え
て
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
組
合
員
表
彰
の
式
典
で
は
、
組
合

運
動
を
良
く
理
解
し
て
模
範
と
な
る

組
合
員
30
名
に
、
感
謝
状
と
記
念
品

を
贈
り
表
彰
し
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
を
３
名
よ
り
頂
き
、
高

崎
市
長
富
岡
賢
治
様
の
祝
辞
を
農
政

部
長
原
田
修
樹
様
が
代
読
。
群
馬
県

西
部
農
業
事
務
所
所
長
小
山
聡
様
。

群
馬
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長

林
康
夫
様
の
祝
辞
を
共
通
役
員
室
室

長
橋
本
隆
弘
様
が
代
読
し
ま
し
た
。

　
議
事
は
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た
髙

見
澤
理
氏
（
京
ヶ
島
地
区
）
羽
鳥
勝

之
氏
（
滝
川
地
区
）
に
よ
り
順
調
に

進
行
し
て
、
提
出
さ
れ
た
全
議
案
が

原
案
と
お
り
承
認
さ
ま
し
た
。

▲開票作業と立会人

　
共
済
事
業
に
お
い
て
は
、
相
互
扶

助
の
精
神
に
よ
り
組
合
員
の
保
障
の

充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
金
融
機
関

や
保
険
会
社
に
負
け
な
い
、
満
足
し

て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　
農
業
後
継
者
が
不
足
し
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
が
利
用
す
る
営
農

施
設
の
維
持
管
理
に
務
め
な
が
ら
、

経
営
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
経

済
事
業
の
収
支
改
善
や
地
域
実
態
を

踏
ま
え
た
支
店
等
再
編
整
備
計
画
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
第
42
回
Ｊ
Ａ
群
馬
県
大
会
で
目
標

と
し
て
掲
げ
た
10
年
後
の
目
指
す
姿

と
し
て
「
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割

発
揮
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地

天
　
田
　
重
　
雄

天
　
田
　
　
　
實

井
　
澤
　
春
太
郎

植
　
原
　
豊
　
秋

大
　
山
　
　
　
茂

小
　
澤
　
　
　
正

片
　
山
　
　
　
智

金
　
井
　
　
　
悟

小
　
池
　
誠
　
治

小
　
林
　
行
　
夫

佐
　
藤
　
高
　
夫

佐
　
藤
　
壽
　
雄

佐
　
藤
　
正
　
喜

佐
　
野
　
重
　
訓

関
　
口
　
和
　
美

関
　
口
　
英
　
雄

反
　
町
　
敏
　
明

高
　
橋
　
賢
　
一

田
　
中
　
恒
　
雄

勅
使
川
原
　
　
功

外
　
所
　
　
　
豊

鳥
　
羽
　
貞
　
男

長
　
井
　
千
　
明

中
　
村
　
　
　
保

贄
　
田
　
忠
　
雄

野
　
尻
　
　
　
誠

平
　
井
　
早
　
苗

発
　
地
　
シ
ゲ
子

増
　
尾
　
育
　
男

渡
　
邊
　
　
　
茂

組
合
員
表
彰

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

▲議案に賛成の挙手する総代の皆さん
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（全体運）予定は前倒しで進めましょう。下旬は暑気払いプランを計画。生活にめりはりをつけるとより充実。メモの習慣が◎
（健康運）口腔（こうくう）ケアに力を入れて健康寿命アップ
（幸運の食べ物）ナス

新 役 員 紹 介
　組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
令
和
６
年
６
月
１
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
第
31
回
通
常
総
代
会
後

の
理
事
会
に
て
代
表
理
事
組
合
長
に
選

任
さ
れ
、
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
五
十
嵐
俊
介
で
す
。
そ
の
責
務
の

大
き
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
全
力
で

誠
実
に
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

　当
組
合
の
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
農
業
振
興
と
地
域
貢
献
を
通

し
て
組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
に

選
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
事
業
に
お
け
る
専

門
性
の
向
上
と
、
総
合
性
が
発
揮
で
き

　組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当

組
合
事
業
に
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　去
る
６
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代

会
、
理
事
会
に
お
い
て
代
表
理
事
副
組

合
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
す
中
、
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　我
々
Ｊ
Ａ
役
職
員
は
、
組
合
員
に
寄

り
添
い
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
事
業
を
計
画
、
実
行
し
、

実
績
を
評
価
し
、
改
善
し
な
が
ら
、
組

合
員
皆
様
の
営
農
、
生
活
の
向
上
に
向

け
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
と
っ
て
「
な
く
て
は
な
ら
な

い
Ｊ
Ａ
」
を
目
指
し
、
行
政
な
ど
と
連

携
し
農
業
と
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
誠
心

誠
意
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 代表理事副組合長

堀　口　一　美

代表理事組合長
五十嵐　俊　介

　６
月
１
日
㈯
の
第
31
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
が
選
任
さ
れ
、
同
日
新
役
員

に
よ
る
理
事
会
・
監
事
会
に
お
い
て
常
勤
理
事
・
監
事
、代
表
監
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

　常
勤
理
事
は
、
代
表
理
事
組
合
長
五
十
嵐
俊
介
、
代
表
理
事
副
組
合
長
堀
口
一
美
、

常
務
理
事
（
営
農
経
済
担
当
）
勝
薫
、
常
務
理
事
（
金
融
共
済
担
当
）
乗
附
竜
二
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　代
表
監
事
は
代
田
孝
二
、
常
勤
監
事
は
、
奥
原
宏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

就
任
の
挨
拶 

▲

常 勤 監 事
奥　原　　　宏

代 表 監 事
代　田　孝　二

常 務 理 事
乗　附　竜　二

常 務 理 事
勝　　　　　薫

る
事
業
体
制
を
構
築
し
、
総
合
事
業
を

営
む
Ｊ
Ａ
と
し
て
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
の
確
立
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　ま

た
、
肥
料
・
飼
料
・
燃
油
等
の
生

産
資
材
コ
ス
ト
の
上
昇
が
続
い
て
い
る

中
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
営
農
と
く
ら

し
を
守
る
べ
く
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
各

組
織
と
連
携
し
な
が
ら
農
政
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　各
役
職
員
が
や
る
気
を
も
っ
て
元
気

に
働
け
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、
組
合
員
数

の
維
持
・
拡
大
、
事
業
収
益
性
の
向
上

に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　組
合
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
が
「
地
域
と
と
も
に
栄

え
る
強
い
Ｊ
Ａ
」
を
目
指
し
て
精
い
っ

ぱ
い
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　最

後
に
、
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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特集

（全体運）高め安定運。ルーティンワークの効率アップを図りましょう。余裕が生まれ、いい思い付きがありそう。旅行が吉
（健康運）足裏マッサージでリラックス。音楽鑑賞も◎
（幸運の食べ物）シカクマメ

☆
代
表
理
事
組
合
長

堀

　米

　
　
　登

☆
代
表
理
事
副
組
合
長

田

　口

　
　
　豊

☆
常
務
理
事

野

　尻

　重

　雄

東

　野

　美
智
雄

☆
理
事佐

　藤

　正

　秀

飯

　沼

　
　
　修

小

　嶋

　美

　徳

深

　井

　喜
久
司

丸

　山

　満

　弘

徳

　江

　重

　夫

小

　島

　智

　美

☆
監
事

　
代
表
監
事

阿
久
津

　和

　夫

　
常
勤
監
事

江

　原

　源

　博

　
監
事吉

　井

　
　
　司

天

　田

　恒

　秋

吉

　野

　
　
　努

● 退 任 さ れ た 役 員 ●

片
岡
・
佐
野
・
西
部
・
八
幡
地
区

理　　事
松　本　孝　行

理　　事
須　藤　光　彦

理　　事
大久保　康　雄

監　　事
桜　井　　薫

監　　事
清　水　厚　洋

理　　事
和　田　直　樹

理　　事
加　藤　　　基

理　　事
阿久澤　正　義

理　　事
田　口　茂　樹

理　　事
依　田　邦　江

理　　事
齋　藤　絹　代

理　　事
金　井　厚　子

監　　事
宮　崎　一　隆

理　　事
寺　崎　正　親

理　　事
静　野　幸　徳

理　　事
深　堀　恒　幸

理　　事
萩　原　宏　貞

理　　事
紋　谷　　　巌

六
郷
・
新
高
尾
・
長
野
・
中
川
・
塚
沢
地
区

大
類
・
岩
鼻
・
倉
賀
野
・
京
ヶ
島
・
滝
川
地
区

員

外

監

事

全
域
（
女
性
理
事
）
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JAたかさき

（全体運）勢いのある好調運。イニシアチブを発揮すれば、さらに充実。周りからも感謝されます。人の集まる席にツキ
（健康運）友人とスポーツを楽しんで。筋トレもお勧め
（幸運の食べ物）イチジク

TOPICS

　
同
会
は
、
平
成
６
年
９
月
に
当
時

の
婦
人
部
の
希
望
者
50
名
が
会
員
と

な
り
発
足
し
て
、
今
年
で
30
年
と
な

り
ま
す
。
始
め
た
頃
の
お
客
様
は
、

会
員
が
八
割
く
ら
い
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
今
で
は
地
域
住
民
な
ど
リ

ピ
ー
タ
ー
で
賑
わ
い
、
生
産
者
と
消

費
者
が
直
接
結
び
つ
く
大
切
な
場
と

な
り
ま
し
た
。

　
感
謝
祭
に
は
、
今
は
出
店
し
て
い

な
い
、
発
足
し
た
当
時
の
会
員
Ｏ
Ｂ

も
訪
れ
て
再
会
を
懐
か
し
ん
だ
り
記

念
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
わ
く
わ
く
朝
市
会
は
、
５
月
25
日
、

Ｊ
Ａ
本
店
駐
車
場
で
春
の
感
謝
祭
を

開
き
、
会
員
が
育
て
た
野
菜
や
加
工

品
を
目
当
て
に
早
朝
よ
り
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
出
店
し
た
会
員
13
名
は
、
仮
設
台

に
、
新
玉
ね
ぎ
・
新
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等

の
新
鮮
野
菜
や
切
り
花
、
赤
飯
・
ヨ

モ
ギ
餅
・
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
等
の
加

工
品
を
並
べ
、
買
い
物
客
と
会
話
を

楽
し
み
な
が
ら
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
感
謝
祭
と
し
て
来
場
者
へ

ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
梅
部
会
は
、
５
月
17
日
、
浜
川
町

の
北
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
、
大
梅

出
荷
目
揃
え
会
を
16
名
の
参
加
に
よ

り
開
催
し
て
、
出
荷
に
向
け
た
規
格

や
選
別
基
準
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
作
柄
や
情
勢
と
し
て
「
和

歌
山
県
が
、
ひ
ょ
う
害
な
ど
全
国
的

に
も
不
作
。
群
馬
県
産
の
引
き
が
良

い
の
で
品
質
の
良
い
梅
を
出
荷
し
て

欲
し
い
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
、
サ
ン
プ
ル
の
梅

を
手
に
取
り
な
が
ら
、
市
場
向
け
と

加
工
向
け
の
出
荷
規
格
や
選
別
基
準

を
確
認
し
た
ほ
か
、
出
荷
日
程
と
搬

入
時
間
の
申
し
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
、
６
月
５
日
よ

り
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
カ

所
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
３
カ
所
で
小

麦
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
小
麦
は
、
16
人
の
認
定
農

業
者
と
５
法
人
が
、
４
１
４
㌶
に
３

品
種
（
さ
と
の
そ
ら
、
き
ぬ
の
波
、

ゆ
め
か
お
り
）
を
作
付
け
し
て
、
今

年
度
は
１
，
９
６
７
㌧
の
生
籾
の
荷

受
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

産
者
よ
り
荷
受
け
し
た
小
麦
を
丁
寧

な
乾
燥
・
調
整
に
よ
っ
て
一
等
Ａ
ラ

ン
ク
麦
の
出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

挨拶する長井会長

梅を手に確認する生産者

野菜を買求める来場者

収穫した小麦の搬入

わ
く
わ
く
朝
市
30
周
年
感
謝
祭

大
梅
出
荷
目
揃
え
会

小
麦
の
収
穫
・
荷
受
け
ス
タ
ー
ト
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JAたかさき

（全体運）上昇運。うまくいかないことは原因究明から。正攻法が解決への近道です。交渉は後半が有利。準備は入念に
（健康運）小魚や牛乳、カルシウムをしっかり取って
（幸運の食べ物）トウガン

さ
れ
た
ポ
リ
袋
２
枚
が
パ
ン
パ
ン
に

膨
ら
む
く
ら
い
収
穫
。
小
さ
な
子
供

は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
手
で
掘
り
喜
ん

だ
り
、
カ
エ
ル
が
出
て
く
る
と
驚
い

た
り
で
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
採
れ
た
て
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
蒸
か
し
た
、
熱
々
の
じ
ゃ
が

バ
タ
ー
の
試
食
、
焼
き
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

体
験
祭
り
を
企
画
し
て
お
り
、
隣
の

圃
場
に
は
、
紅
は
る
か
の
苗
が
定
植

済
み
で
10
月
に
開
催
予
定
の
イ
ベ
ン

ト
に
備
え
て
い
ま
す
。

７
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か

ご
理
解
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
後
に
収

穫
体
験
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　
購
入
し
た
ネ
ッ
ト
を
手
に
し
た
参

加
者
は
、
一
目
散
に
畑
に
入
り
夢
中

に
な
っ
て
タ
マ
ネ
ギ
を
収
穫
し
て
い

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
の
紐
が
結
べ
な
い

程
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
参
加
者
も
い

て
、
10
㌃
の
畑
に
植
え
ら
れ
た
タ
マ

ネ
ギ
が
40
分
程
で
全
て
収
穫
と
な
る

賑
わ
い
で
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
圃
場
で
、
20
日
に
は
、

高
崎
市
立
佐
野
小
学
校
２
年
生
の
児

童
を
対
象
に
収
穫
体
験
教
室
も
行
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
、
若
い
世
代
と

Ｊ
Ａ
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
６
月
８
日
「
じ
ゃ
が
い
も
掘
り

体
験
祭
り
」
を
新
保
町
（
本
店
隣
）

の
圃
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
２
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く

ら
ぶ
会
員
と
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
に

案
内
し
て
、
２
７
４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
種
芋
の
植
え
付
け
、
除
草
、

土
寄
せ
、
追
肥
等
の
管
理
は
、
金
融

共
済
部
職
員
が
行
い
、
準
備
を
し
て

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、軍
手
・
長
靴
・
ス
コ
ッ

プ
を
準
備
し
て
圃
場
に
入
り
、
配
付

　
自
立
経
営
農
家
研
究
協
議
会
佐
野

支
部
は
５
月
25
日
、
上
佐
野
町
の
圃

場
で
地
域
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て

「
タ
マ
ネ
ギ
収
穫
体
験
祭
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
人
々

に
収
穫
の
喜
び
と
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
頂
く
目
的
で
２
０
０
１
年
か

ら
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
２
５
０

名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
始
に
あ
た
り
同
支
部
会
員
か
ら

「
去
年
ま
で
は
１
ネ
ッ
ト
５
０
０
円

で
し
た
が
、
肥
料
の
値
段
が
非
常
に

高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
申
し
訳
な

い
で
す
が
、
２
０
０
円
値
上
げ
し
て

大賑わいのじゃがいも掘り

値上げの説明と開会挨拶

じゃがバター・フランクも大人気

タマネギを目一杯に詰め込みます

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験
祭
り

大
賑
わ
い
タ
マ
ネ
ギ
収
穫
体
験
祭
り

TOPICS
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西部農業事務所より

お知らせ

　
本
年
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
ラ

ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
発
生
す
る
可
能
性
が

高
く
、
全
国
的
に
夏
季
の
高
温
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
太
平
洋
高
気
圧
が

強
く
張
り
出
す
影
響
で
、
前
線
等
の

湿
っ
た
空
気
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

病
害
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
病
害
虫
防
除
の
基
本
と
、
花
き
栽
培

に
お
い
て
注
意
が
必
要
な
病
害
虫
対
策

を
以
下
に
ま
と
め
ま
し
た
。

１
　
病
害
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

（
１
）
殺
菌
剤
の
使
い
分
け

　
殺
菌
剤
に
は
予
防
剤
と
治
療
剤
が
あ

り
ま
す
。
左
に
予
防
剤
と
治
療
剤
の
大

ま
か
な
違
い
を
記
載
し
ま
し
た
の
で
、

ま
ず
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
表
１
）。

　
ま
た
、
近
年

は
農
薬
に
作
用

機
構
分
類
（
Ｒ

Ａ
Ｃ
）
コ
ー
ド

を
記
載
し
て
い

る
メ
ー
カ
ー
も

増
え
て
き
て
い

ま
す
（
図
１
）。

農
薬
の
使
用
前

に
ラ
ベ
ル
と

コ
ー
ド
は
必
ず

確
認
し
、
同
じ

コ
ー
ド
の
農
薬

（全体運）コミュニケーション運が活発化。疎遠になっていた人とも連絡が取れそう。同窓会などを企画するのもお勧めです
（健康運）体をまめに動かすのが健康への近道。ストレッチを
（幸運の食べ物）オクラ

花き栽培における病害虫対策

を
繰
り
返
し
使
わ
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
（
殺
菌
剤
、
殺
虫
剤
共
通
）。

（
２
）
殺
菌
剤
の
効
果
的
な
使
い
分
け

　
発
病
後
の
予
防
剤
散
布
は
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
予
防
剤
を
中

心
に
農
薬
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
発

病
初
期
に
お
い
て
は
治
療
剤
を
散
布

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
作
用
機
構
分
類
（
Ｒ
Ａ
Ｃ
）

コ
ー
ド
が
「
Ｍ
〇
〇
」
の
よ
う
に
、
Ｍ

か
ら
始
ま
る
殺
菌
剤
に
つ
い
て
は
抵
抗

性
が
発
達
し
に
く
い
予
防
剤
で
あ
る
た

め
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
ま
た
、
病
原
菌
は
植
物
体
に
生
じ
た

傷
口
か
ら
侵
入
し
や
す
い
た
め
、
摘
心

や
枯
れ
葉
取
り
な
ど
の
手
入
れ
を
し
た

時
、
ま
た
は
台
風
の
強
風
等
で
植
物
体

に
傷
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
時
に
は
、

間
を
置
か
ず
殺
菌
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ

う
。

２
　
７
月
に
注
意
す
べ
き
病
害
の
例

（
う
ど
ん
こ
病
）

（
１
）
症
状

　
う
ど
ん
こ
病
は
、
名
前
が
示
す
通
り
、

主
に
植
物
の
葉
に
う
ど
ん
粉
を
ま
ぶ
し

た
よ
う
な
白
い

粉
（
菌
糸
や
分

生
子
）
を
生
じ

ま
す
（
図
２
）。

（
２
）
被
害

　
商
品
性
の
低

下
だ
け
で
な
く
、

発
病
の
ひ
ど
い
場
合
は
、
光
合
成
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
枯
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

（
３
）
対
策

　
う
ど
ん
こ
病
（
原
因
菌
：Erysiphe

属
等
）
は
多
湿
条
件
で
増
殖
し
、
や
や

高
温
乾
燥
条
件
で
一
斉
に
広
が
り
ま
す
。

梅
雨
時
期
～
梅
雨
明
け
頃
の
露
地
栽
培

で
は
特
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
発
生
前
の
予
防
的
防
除
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、
窒
素
過
多
の
管
理
を
行
う
こ

と
で
発
生
が
助
長
さ
れ
ま
す
の
で
、
適

正
施
肥
管
理
に
努
め
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

３
　
害
虫
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　
害
虫
は
発
生
初
期
に
防
除
し
、
発
生

密
度
を
低
く
保
つ
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
す
。
ま
た
、
殺
虫
剤
は
殺
菌
剤
の
薬

剤
耐
性
以
上
に
抵
抗
性
が
つ
き
や
す
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
殺
虫
剤
を
連
用
す
る
こ
と
で
、

害
虫
が
抵
抗
性
を
獲
得
す
る
一
方
で
、

も
と
も
と
自
然
界
に
存
在
す
る
天
敵
も

減
少
し
た
結
果
、
害
虫
を
大
発
生
さ
せ

て
し
ま
う「
リ
サ
ー
ジ
ェ
ン
ス
現
象
」が

生
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
害
虫
の
発
生
に
応
じ
て
、

物
理
的
防
除（
防
虫
ネ
ッ
ト
や
粘
着
板
）

や
、
生
物
的
防
除
（
天
敵
製
剤
）
等
の

使
用
も
視
野
に
入
れ
、
総
合
的
な
防
除

に
努
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
　
７
月
に
注
意
す
べ
き
害
虫
の
例

（
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
）

（
１
）
被
害

　
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
は
食
欲
旺
盛
で
、
葉

や
茎
、
花
弁
な
ど
を
食
害
し
、
キ
ク
や

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
等
で
出
荷
前
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
（
図
３
）。

（
２
）
発
生
の
傾
向
に

つ
い
て

　
本
年
は
暖
冬
の
影

響
に
よ
り
越
冬
個
体

が
多
く
、
５
月
時
点

で
平
年
よ
り
多
数
の

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
成
虫

の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

４
）。
例
年
８
月
～
10
月
に
か
け
て
多

発
生
す
る
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
で
す
が
、
本

年
は
平
年
よ
り
発
生
ピ
ー
ク
が
早
く
、

発
生
個
体
も
増
加
し
て
い
く
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
早
期
防
除
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
幼
虫
の
中
で
も
、
成
長
し
大

き
く
な
っ
た
個
体
は
農
薬
の
効
き
が
悪

く
な
り
、
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ

る
と
、
花
の
中
に
潜
り
込
ん
で
、
防
除

が
困
難
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
幼
齢
虫
の
う
ち
に
殺
虫
剤
を

散
布
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
個
体
は
見

つ
け
次
第
捕
殺
す
る
な
ど
、
個
体
数
を

増
や
さ
な
い
よ
う
常
に
意
識
し
て
く
だ

さ
い
。

西部農業事務所
担い手・園芸課

園芸指導係　宮下　直矢

予防剤 治療剤
農薬の
効果範囲

幅広い病害に
効果

特定の病害に
高い効果

薬剤耐性 つきにくい つきやすい
価格 比較的安価 比較的高価

表１　予防剤と殺菌剤の違い

図３　オオタバコガ幼虫
図４　オオタバコガ発生傾向

（観測地点：藤岡市　Ｒ６：赤折れ線）

図２　うどんこ病発病葉

図１　農薬のコード
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園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山
　
靖
洋

（全体運）思うようにならないことが多くいら立ちがちですが、それも次第に解消。後半は味方が現れます。友人とお茶を
（健康運）トイレは我慢しないで。水分補給はたっぷりと
（幸運の食べ物）ゴーヤー

スイートコーンの抑制栽培　害虫対策を万全に

　
旬
の
時
期
と
は
ひ
と
味
違
う

味
わ
い
を
楽
し
め
る
よ
う
に
遅

く
収
穫
す
る
方
法
、
抑
制
栽
培

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
中

間
地
で
は
７
月
中
旬
～
８
月
中

旬
に
種
ま
き
し
、
種
ま
き
後
88

日
程
度
で
収
穫
で
き
ま
す
。
８

月
下
旬
以
降
の
種
ま
き
で
は
栽

培
後
半
の
気
温
が
不
足
し
、
穂

が
十
分
に
肥
大
し
ま
せ
ん
。

［
品
種
］
抑
制
栽
培
で
は
生
育

初
期
が
高
温
で
経
過
す
る
た
め
、

早
生
品
種
で
は
十
分
な
葉
数
が

展
開
す
る
前
に
出
穂
し
、
穂
の

肥
大
が
不
足
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
高
温
期
で
も
じ
っ
く
り
生

長
す
る
中
生
品
種
の
「
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
90
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）
や
「
お
ひ
さ
ま
コ
ー
ン

88
」（
タ
キ
イ
種
苗
）
な
ど
が

適
し
て
い
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
畑
１
平
方
ｍ
当

た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
あ

ら
か
じ
め
散
布
し
て
お
き
ま

す
。
１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥

料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
２

０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏
を
全
面
に

施
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き

ま
す
（
図
１
）。
２
条
ま
き
で

は
、
幅
90
～
１
０
０
㎝
の
栽
培

床
（
ベ
ッ
ド
）
を
作
り
、
ベ
ッ

ド
を
平
ら
に
な
ら
し
た
後
、
地

温
の
上
昇
を
防
ぐ
白
マ
ル
チ
を

し
ま
す
。

［
種
ま
き
・
間
引
き
］
株
間
30

㎝
程
度
、
１
カ
所
３
、
４
粒
の

点
播
（
て
ん
ぱ
）
に
し
、
害
虫

予
防
の
た
め
防
虫
ト
ン
ネ
ル
で

被
覆
し
ま
す
（
図
２
）。
な
お
、

１
、
２
株
の
栽
培
や
１
列
の
み

で
は
花
粉
が
不
足
し
や
す
い
の

で
10
株
以
上
に
ま
と
め
て
栽
培

し
て
く
だ
さ
い
。
草
丈
10
～
15

㎝
で
生
育
の
良
い
１
株
を
残
し
、

間
引
く
苗
を
は
さ
み
で
切
り
取

り
１
本
立
ち
に
し
ま
す（
図
３
）。

［
追
肥
・
水
や
り
］
１
回
目
の

追
肥
は
草
丈
50
～
60
㎝
の
頃
、

１
平
方
ｍ
当
た
り
１
０
０
ｇ
を

ベ
ッ
ド
の
両
側
に
与
え
、
株
元

へ
土
寄
せ
し
ま
す
。
雄
穂
が
出

る
頃
に
同
様
の
量
を
通
路
に
施

し
中
耕
し
ま
す
。
株
元
か
ら
２
、

３
本
の
脇
芽
が
出
ま
す
が
、
特

に
取
り
除
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
（
無
除
け
つ
）。
そ
の
後
、

雌
穂
が
２
、
３
本
付
き
、
上
の

１
番
穂
が
大
き
く
な
る
の
で
、

こ
れ
を
収
穫
し
ま
す
。
下
に
付

く
穂
は
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な

い
た
め
、
残
し
て
お
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
（
無
除
房
）（
図
４
）。

晴
天
が
続
き
水
不
足
と
な
る
と

子
実
の
肥
大
に
影
響
す
る
た
め
、

十
分
な
水
や
り
を
し
ま
す
。

［
病
害
虫
防
除
］
ア
ワ
ノ
メ
イ

ガ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
害
虫
が

多
く
飛
来
す
る
作
型
の
た
め
、

予
防
的
な
農
薬
散
布
が
必
要
で

す
。
雄
穂
が
出
る
頃
に
ア
ワ
ノ

メ
イ
ガ
が
飛
来
し
て
、
幼
虫
は

雄
穂
や
雌
穂
（
子
実
）
に
食
い

入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
雄
穂
の

出
始
め
に
登
録
農
薬
を
株
の
上

か
ら
散
布
し
ま
す
。
収
穫
期
に

は
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
で
カ
ラ
ス

や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
を
防
ぎ

ま
す
。

［
収
穫
］
収
穫
適
期
は
絹
糸
が

出
て
か
ら
25
日
前
後
で
す
が
、

絹
糸
抽
出
期
以
降
の
気
温
に

よ
っ
て
前
後
し
ま
す
の
で
、
予

定
日
が
近
づ
い
た
ら
試
し
む
き

し
て
、
先
端
粒
の
張
り
具
合
を

見
て
収
穫
適
期
を
決
定
し
ま
す
。

朝
も
ぎ
が
み
ず
み
ず
し
く
お
い

し
い
の
で
、
早
朝
に
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地

を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
始
ま
る
頃
に
、
鉛
色

の
空
か
ら
青
空
に
変
わ
り
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
太
陽
が

照
り
付
け
る
夏
が
や
っ
て
来
ま
す
。
梅
雨
明
け
を

境
に
劇
的
に
天
気
が
変
化
し
た
と
い
う
子
ど
も
の

頃
の
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
例
年
、
７
月
後
半
に
は
各
地
方
で
梅
雨
明
け
と

な
り
ま
す
。
太
平
洋
高
気
圧
が
南
か
ら
強
ま
り
、

梅
雨
前
線
が
北
へ
押
し
上
げ
ら
れ
る
形
で
南
か
ら

梅
雨
が
明
け
る
と
、
劇
的
に
天
気
が
変
化
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

　
梅
雨
前
線
が
弱
ま
り
、
消
滅
し
て
梅
雨
明
け
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
梅
雨
前
線
が
南
に
下
が
っ

て
梅
雨
が
明
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

夏
の
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
形
に
は

こ
だ
わ
ら
ず
、
晴
天
が
続
く
こ
と
で
梅
雨
明
け
と

な
り
ま
す
。
梅
雨
前
線
が
消
滅
す
る
形
や
南
へ
下

が
る
形
は
、
徐
々
に
青
空
が
広
が
り
、
日
に
日
に

じ
わ
じ
わ
と
暑
く
な
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
近
年
は
、
暑
い
晴
天
が
続
い
た
と
思
っ
た
ら
何

日
も
梅
雨
空
が
戻
る
な
ど
、
梅
雨
明
け
を
特
定
し

に
く
い
年
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

梅
雨
明
け
の
形

イラスト：服部新一郎

イラスト：小林裕美子
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野菜もの知り百科
土壌医●藤巻　久志

おいしく食べて美しく 栄養士●吉田　理江

（全体運）困難を乗り越えて結果を出せます。諦めずに忍耐力を発揮しましょう。旅行は初めての場所にツキあり
（健康運）慌てるのはけがのもと。動作はゆっくりと
（幸運の食べ物）サクランボ

　梅雨の時期になると頭痛、だるさなどの不調で悩
んでいませんか?　梅雨の時期の不調を「気象病」
といいます。気温、気圧、湿度などの変化により、
自律神経のバランスが乱れることが気象病の原因で
す。今回は、自律神経のバランスを整える効果が期
待できる栄養素などを三つご紹介します。
■ ビタミンＢ６
　ニンニク、肉、魚などの動物性食品に含まれるビ
タミンＢ６は、日中優位に働く交感神経の興奮を抑
える働きがあります。精神を安定させる働きがある
神経伝達物質のセロトニンの原料の合成に欠かせな
い栄養素です。ビタミンＢ６は、皮膚の新陳代謝を
高める働きがあるため、美しい肌を目指している人
は、積極的に取ると良いでしょう。ガーリックパウ
ダーを炒め物やスープに入れると手軽にビタミンＢ
６が取れます。
■ ビタミンＤ
　キノコ類、しらす干し、イワシなどに含まれるビ
タミンDは、セロトニンの分泌を増やす働きがあり
ます。ビタミンＤは神経伝達物質の生成に関わる栄
養素です。不足するとうつ病のリスクが高まります。

ビタミンＤは日光を浴びると体内で合成されるため、
朝ベランダに出たり、散歩をすると良いでしょう。
しらすをご飯の上にのせて食べたり、野菜と一緒に
炒めるとおいしくビタミンＤが取れます。
■ テオブロミン
　チョコレートやココアなどに含まれるテオブロミ
ンには、自律神経のバランスを整え、脳や体をリラッ
クスさせる効果が期待できます。チョコレートやコ
コアなどに含まれるカカオポリフェノールには、抗
酸化作用があり美肌
づくりには欠かせな
い成分です。トース
トやヨーグルトにコ
コアパウダーをかけ
ると手軽にテオブロ
ミンが取れます。
　自律神経のバラン
スを整えるためには、
規則正しい生活も大
切です。早寝早起き
を心がけましょう。

おいしく食べて梅雨の体調不良対策

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
ト
マ
ト
も
、
ナ
ス
科
ナ

ス
属
で
す
。
意
外
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
花
を
見
れ
ば
ど
ち
ら
も
ナ
ス
の
花

に
似
て
い
る
の
で
納
得
し
ま
す
。
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
よ
う
な
実
を
付
け

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
実
に
は
ア
ル
カ
ロ

イ
ド
と
い
う
毒
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
原
産
地
は
南
米
の
ア
ン
デ
ス
地
方
で
す
。

16
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
が
イ
ン
カ
帝
国
を
征

服
し
た
こ
と
を
機
に
欧
州
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
16
世
は
救
荒
作
物

と
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
奨
励
し
、
王
妃
の

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
花
を
髪
に
飾
り
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
野
生
種
を
含
め
る
と
約

５
０
０
０
種
あ
り
、
形
も
肉
色
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
花
色
も
白
や
赤
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト

が
愛
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
花
の
色
は
青
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
19
世
紀
中
ご
ろ
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
疫
病
が
ま
ん
延
し
て
飢

饉
（
き
き
ん
）
が
起
き
、
ケ
ネ
デ
ィ
元
大

統
領
や
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
祖
先

が
米
国
に
移
住
し
ま
し
た
。
一
つ
の
作
物
、

一
つ
の
品
種
だ
け
に
頼
る
危
険
性
が
あ
ら

わ
に
な
っ
た
歴
史
上
の
大
事
件
で
す
。
多

様
性
が
大
切
で
す
。

　
同
じ
作
物
や
品
種
を
作
り
続
け
る
と
、

そ
れ
ら
を
好
む
害
虫
や
病
原
菌
が
寄
っ
て

き
ま
す
。
特
定
の
微
量
要
素
を
吸
収
す
る

た
め
欠
乏
症
も
発
生
し
ま
す
。
連
作
障
害

で
す
。
防
ぐ
に
は
異
な
る
作
物
を
順
に
繰

り
返
し
て
栽
培
す
る
輪
作
が
有
効
で
す
。

　
わ
が
国
に
は
、
16
世
紀
末
に
オ
ラ
ン
ダ

人
が
長
崎
に
伝
え
ま
し
た
。
ジ
ャ
ワ
（
現

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）の
ジ
ャ
ガ
ト
ラ（
現
ジ
ャ

カ
ル
タ
）
経
由
だ
っ
た
の
で
ジ
ャ
ガ
ト
ラ

イ
モ
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
転
じ
て
ジ
ャ
ガ

イ
モ
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
本
格
的
な

栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
時
代
後
期

に
川
田
龍
吉
男
爵
が
英
国
か
ら
ホ
ク
ホ
ク

と
し
た
食
感
の
「
男
爵
薯
」
を
導
入
し
て

か
ら
で
す
。

　
大
正
時
代
に
な
る
と
煮
崩
れ
し
に
く
い

「
メ
ー
ク
イ
ン
」
が
米
国
か
ら
入
り
、
長

い
間
「
男
爵
薯
」
と
二
大
品
種
の
時
代
が

続
き
ま
し
た
。
今
は
果
皮
が
紫
や
赤
の
品

種
も
続
々
登
場
し
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
と
同

じ
く
多
品
種
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

ジャガイモ
（ナス科ナス属）

イラスト：宮下めい子

イラスト：吉田静佳
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Q小林先生の法律相談 A
　
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
被

害
者
や
そ
の
遺
族
の
精
神
的
、
経
済

的
な
損
害
を
軽
減
す
る
た
め
国
が
犯

罪
被
害
者
に
対
し
て
、
一
定
の
給
付

金
を
支
給
す
る
犯
罪
被
害
者
支
援
に

関
す
る
法
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
に

よ
っ
て
生
命
を
失
っ
た
人
の
遺
族
に

つ
い
て
は
、
遺
族
給
付
金
を
支
給
す

る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
遺

族
給
付
金
の
受
給
者
の
第
一
順
位

（全体運）スローペースですが進展が見られます。後半、運勢は大きく上昇。あなたの望む方向に風向きが変化。地道に交渉を
（健康運）発酵食品にツキ。納豆やヨーグルトで元気に
（幸運の食べ物）シソ

は
、
犯
罪
被
害
者
の
死
亡
時
に
お
い

て
、
犯
罪
被
害
者
の
配
偶
者
で
す
が
、

「
婚
姻
の
届
を
し
て
い
な
い
が
、
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
っ
た
者
を
含
む
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
実
上
の
同
性
婚
者
で
あ
る
配

偶
者
を
犯
罪
で
亡
く
し
た
同
性
の
遺

族
が
、
こ
の
遺
族
給
付
金
の
支
給
を

求
め
ま
し
た
。
原
審
の
名
古
屋
高
裁

で
は
、「
死
亡
し
た
犯
罪
被
害
者
の

配
偶
者
を
受
給
権
者
と
し
つ
つ
、
死

亡
し
た
犯
罪
被
害
者
と
の
間
に
お
い

て
、
民
法
上
婚
姻
関
係
と
同
視
し
う

る
関
係
を
有
し
な
が
ら
、
婚
姻
の
届

出
が
な
い
者
も
受
給
権
者
と
す
る
も

の
と
解
さ
れ
る
。
婚
姻
の
届
出
が
で

き
る
関
係
に
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ

る
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
同

性
の
者
は
、
上
記
要
件
に
該
当
し
な

い
」
と
判
断
し
、
同
性
の
者
か
ら
の

遺
族
給
付
金
の
請
求
を
認
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁

第
三
小
法
廷
で
は
、
令
和
六
年
三
月

二
六
日
に
犯
罪
被
害
者
の
同
性
の
者

で
も
、
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い

が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
っ
た
者
に
該
当
す
る
と
判
断

し
、
さ
ら
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た

め
原
審
に
差
し
戻
し
い
た
し
ま
し
た
。

「
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
す
る
法
は
、

犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
し
た
者
、
及

び
犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
者
の
遺
族
が
受
け
た
心
身
の
被

害
の
早
期
軽
減
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
犯
罪
被
害
を
受
け
た
者

が
、
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
犯

罪
被
害
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
犯

罪
被
害
者
給
付
金
を
支
給
す
る
等
し

て
、
犯
罪
被
害
を
受
け
た
者
の
権
利

利
益
保
護
が
図
ら
れ
る
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
法
の
制
度
目
的
か
ら
す
れ
ば
、

遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
遺
族
と
し
て
、
犯
罪
被
害

者
の
死
亡
に
よ
り
、
精
神
的
、
経
済

的
打
撃
を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

そ
の
早
期
軽
減
等
を
図
る
必
要
性
が

高
い
も
の
が
該
当
す
る
。
犯
罪
被
害

者
と
共
同
生
活
を
営
ん
で
い
た
者
が
、

異
性
で
あ
る
と
か
、
同
性
で
あ
る
と

か
に
よ
っ
て
直
ち
に
異
な
る
も
の
と

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和６年７月９日㈫
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和６年７月26日㈮
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和６年８月６日㈫

利率、募集期間、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

は
い
え
な
い
」
と
し
て
、
犯
罪
被
害

者
と
同
性
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ

て
、
要
件
に
該
当
し
な
い
と
す
る
こ

と
は
、
相
当
で
な
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
た
だ
、
一
人
の
裁
判
官
は
、
同

性
の
者
は
要
件
に
該
当
し
な
い
と
の

反
対
意
見
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
多

様
化
す
る
社
会
に
お
い
て
同
性
婚
を

認
め
て
い
な
い
現
行
の
法
制
度
に
つ

い
て
は
、
札
幌
高
裁
等
で
は
、
憲
法

違
反
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
今
最
高

裁
で
審
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

同
性
婚
自
体
に
つ
い
て
最
高
裁
の
判

断
が
示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

 犯罪被害者給付金を受け取
る配偶者について、同性の
事実上の配偶者も該当する
との最高裁判断が出たとの
ことです。どのようなこと
が問題となったのですか？



山羊座 12/22～１/19 �

　支店から あれこ れ

　
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
高

崎
東
支
店
を
紹
介
し
ま
す
。
本

年
4
月
30
日
、
４
支
店（
京
ヶ

島
・
岩
鼻
・
滝
川
・
＊

大
類
支
店
）

が
統
合
さ
れ
新
し
く
高
崎
東
支

（全体運）運勢は盛り上がりを見せています。一筋縄ではいきませんが、ワクワクするような体験も。バカンスの予定を立てて
（健康運）楽しみながらできる運動が◎。体力アップの好機
（幸運の食べ物）スイカ

－京ヶ島地区－

はじめまして！ＪＡたかさき高崎東支店です

店
が
誕
生
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
統
合
事
業
の
一

環
で
業
務
の
効
率
化
と
利
便
性
を
踏

ま
え
た
上
で
あ
り
ま
す
。

＊（
大
類
支
店
に
つ
い
て
は
一
部
業

務
を
移
管
）

　
今
回
の
統
合
で
、「
遠
く
な
っ
た
…
」

と
感
じ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
出
向
く
体
制

を
活
動
の
中
心
に
据
え
て
、
皆
さ
ま

と
お
会
い
し
一
声
一
声
に
耳
を
傾
け

た
く
思
い
ま
す
。

　「
も
っ
と
身
近
な
Ｊ
Ａ
に
な
る
た

め
に
」

　「
も
っ
と
身
近
な
相
談
相
手
に
な

る
た
め
に
」

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
つ
べ
く
、
考
え
て
い

き
ま
す
。

　
ご
相
談
が
あ
る
際
に
は
ど
う
ぞ
Ｊ

Ａ
を
ご
指
名
く
だ
さ
い
。

　
現
支
店
所
在
地
は
旧
・
京
ヶ
島
店

舗
で
、
18
名
の
職
員
で
皆
様
の
ご
来

店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
顧
並
び
に
お
引

き
立
て
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　（
尚
、
当
店
舗
は
仮
店
舗
で
あ
り
、

来
年
７
月
に
東
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
に
新
店
舗
を
建
設
予
定
で
あ

り
ま
す
。）

（
京
ヶ
島
地
区
通
信
員
）

秋まき野菜栽培講習会の開催
営農部からお知らせ

日　時　　７月２９日（月）午後１時３０分

場　所　　ＪＡたかさき本店２階　多目的研修室



１/20～２/18� 水瓶座

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）気になることは多そうですが、あまり神経質にならないように。おとなしく待っていた方が好結果に。掃除が吉
（健康運）有酸素運動がお勧め。外出時は水筒を携帯して
（幸運の食べ物）ショウガ

営農部から



魚　座 ２/19～３/20 �

お　知　ら　せ INFORMATION

金融共済部 推進課から経済部 開発相談課から

（全体運）良好運。前半は大きな追い風に恵まれます。善は急げで行動を。後半は話をよく聞き冷静に。感情的にならないで
（健康運）やったことのないストレッチを試してみましょう
（幸運の食べ物）サニーレタス

《
日
　時
》

●
７
月
11
日
㈭
　
午
後
１
時
30
分

●
７
月
26
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
８
月
９
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
８
月
23
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小 

林 

優 

公

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
７
月
19
日
㈮
　
午
後
２
時
～

●
８
月
23
日
㈮
　
午
後
２
時
～

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干 

川 

芳 

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※  

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて
個別に相談を承ります。

開催時間　９：00～12 : 00

片岡町2－23－12
☎027－322－5453

片岡支店８月17日（土）
開催店舗

正観寺町654
☎027－362－6058

開催時間　９：00～12 : 00

中川支店７月20日（土）
開催店舗

企画管理部 総務課から

組合員資格の確認について
組合員資格の確認について（お願い）
○組合員資格のご確認をお願いいたします
　組合員のみなさまの住所・氏名などの変更または組合員資格に変更がないかご確認をお願いい
たします。
　以下に該当する方は、お手数をおかけいたしますが、最寄りの支店までご連絡をお願いいたし
ます。
１．准組合員から正組合員へ
　①　農業経営にかかる耕作面積に異動があり、農業を営む個人の方
　②　１年のうち60日以上農業に従事するようになった方
２．正組合員から准組合員へ
　①　農業経営にかかる耕作面積に異動があり、農業を営まない個人の方
　②　１年のうち60日以上農業に従事しなくなった方
３．その他
　①　相続による名義変更等が必要な方
　②  　農用地利用集積計画に基づき利用権を設定したことにより、上記２の①、②のいずれかに

該当する方は一定の場合、正組合員資格が継続できます。



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

まちがい
さがし
出題・イラスト
酒井栄子

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

理
事
会
だ
よ
り

６
月
27
日
㈭
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　 

令
和
６
年
度
第
１
四
半
期
仮
決

算
結
果
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　 

令
和
５
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　 

農
林
中
央
金
庫
へ
の
資
本
提
供

に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
役
員
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　 

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に

つ
い
て

第
６
号
議
案
　 

就
業
規
則
お
よ
び
臨
時
職
員
就

業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
７
号
議
案
　
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

第
８
号
議
案
　 

各
種
金
利
設
定
に
か
か
る
今
後

の
対
応
に
つ
い
て

第
９
号
議
案
　 

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て
　
記
録
的
に
遅
い
梅
雨
入
り
で
し

た
が
、
今
年
も
雨
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
雨
に
濡
れ
て
し
っ
と
り

と
咲
く
紫
陽
花
を
見
る
と
風
情
あ

る
景
色
だ
と
思
い
ま
す
。

　
紫
陽
花
の
、
周
囲
の
花
び
ら
に
見
え
る
の
が

花
で
な
く
ガ
ク
で
、
中
心
に
あ
る
の
が
花
だ
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、
土
壌
が
酸
性
だ
と
青
や
紫

の
花
が
咲
く
そ
う
で
す
。

　
湿
っ
ぽ
く
憂
鬱
に
な
る
季
節
で
す
が
、
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ル
ー
な
紫
陽
花
を
眺
め
て
梅
雨
の
風
情

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

江木町
安藤　広子 様
大沢町
大澤　　武 様

６月号の当選者
おめでとうございます

山名町
今井　和夫 様
山名町
鈴木　康夫 様

木部町
増尾　　寿 様 （今月の応募数27通）

◆応募方法：E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれかの方法でご応募下さい。
　　　　　　  必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）を記入の上、下記あて先までお送り

下さい。正解者の中から抽選で５名のみなさんに、ＪＡオリジナル「高崎うどん」
をプレゼントします。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想をお待ちしております。

◆あ て 先：（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　　　　　　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　　　　　　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482
　　　　　　　　　　　 ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表：７月15日の消印まで有効とし、正解者発表は８月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】
　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、抽選と商品発送以外の目的には使用いたしません。

■右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
　間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

◆ 　　　　　　　　　　 ◆
先月号の答え

7



�

発
行

人
／

五
十

嵐
俊

介
　

住
　

所
／

高
崎

市
新

保
町

1
4

8
2

編
　

集
／

編
集

委
員

会
　

Ｔ
Ｅ

Ｌ
／

0
2

7（
3

5
2

）5
2

8
8

㈹
発

　
行

／
　 高

崎
市

農
業

協
同

組
合

〒
3

7
0

－
0

0
1

8

材 料

組
合

員
に

寄
り

添
い

地
域

の
発

展
に

貢
献

す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
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さ
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茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

永
井
　
智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

スパゲティ（1.6㎜） ……… 100g
ニンニク（みじん切り） ………１片
アンチョビフィレ ……………１枚
タカノツメ ……………………１本
オリーブ油 ………………大さじ２
　　キュウリ（すりおろし） …１本
　　トマト（１㎝角切り） ……１個
　　ミョウガ（輪切り） …… ２個
　　大葉（千切り） ……… 10枚
　　ナンプラー …………小さじ２
　　レモン汁……………小さじ２
塩・こしょう ……………… 適宜
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月
1

日
発

行

作
り
方
　
❶
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
油
、
ニ
ン
ニ

ク
、
ア
ン
チ
ョ
ビ
フ
ィ
レ
、
タ
カ
ノ
ツ
メ
を
入
れ
、

弱
火
で
５
分
ほ
ど
温
め
、
タ
カ
ノ
ツ
メ
を
取
り
出
す
。

❷
鍋
に
１
Ｌ
の
湯
を
沸
か
し
、
塩
13
ｇ
（
分
量
外
）

を
加
え
て
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
ゆ
で
、
ゆ
で
時
間
の
１
分

前
に
あ
げ
る
（
ゆ
で
汁
は
取
っ
て
お
く
）。

❸
①
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ゆ
で
上
が
っ
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ

を
入
れ
、
ゆ
で
汁
を
大
さ
じ
３
ほ
ど
加
え
、
中
火
に

か
け
、
ゆ
で
汁
を
吸
わ
せ
て
お
く
。

❹
ボ
ウ
ル
に
合
わ
せ
た
あ
え
衣
と
③
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ

を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
皿
に
盛
り
付
け
塩
・
こ

し
ょ
う
を
振
っ
て
出
来
上
が
り
。

あ
え
衣

　
今
回
は
山
名
町
に
お
住
ま
い
の
今
井
仁
一

さ
ん
・
ふ
じ
子
さ
ん
ご
夫
婦
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
今
井
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
20
ａ
の
ハ

ウ
ス
で
ト
マ
ト
栽
培
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
平
成
二
十
六
年
の
大
雪
で
被

災
し
、
ハ
ウ
ス
を
再
建
す
る
か
ど
う
か
の
選

択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　
夫
婦
で
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
た
結
果
、
施

設
で
ト
マ
ト
栽
培
は
、
断
念
す
る
選
択
を
取

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ト
マ
ト
栽
培
は
、

非
継
続
と
し
た
も
の
の
米
麦
農
家
と
し
て
は

継
続
を
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
も
麦
に
関
し
て
は
、
法
人
た
か
さ
き

の
構
成
員
と
し
て
70
ａ
耕
作
し
、
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
稲

作
は
、
60
ａ
作
付
し
、
こ
ち
ら
も
全
量
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
出
荷
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
家
用
に
は
長
年
の
経
験
を
も
と
に
ト
マ

ト
を
中
心
と
し
た
野
菜
を
育
て
、
ふ
じ
子
さ

ん
は
、
漬
物
が
趣
味
と
し
て
お
り
、
今
の
時

期
は
梅
干
を
漬
け
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
５
人
の
お
孫
さ
ん
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
今

後
も
元
気
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
八
幡
地
区
通
信
員
）

施
設
園
芸
か
ら
米
麦
農
家
へ

ー
山
名
町
　今
井
仁
一
さ
ん
・
ふ
じ
子
さ
ん
夫
妻
ー

初夏の野菜の
ペペロンチーノ


